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心地よい春の風から、少しずつ暑い季節に変わろうとしています。梅雨の季節は、天気がかわりやすく 

体調を崩しやすいので、十分に注意が必要です。気温が高く、湿度も高くなってくるので、衣服を 

調整し、バランスのよい食事や睡眠をしっかりとって元気に過ごしましょう。 

食べ物を食べると、食べ物のかすが口

の中に残ります。虫歯菌は、食べ物のか

すの中の砂糖などを食べて歯垢とな

り、酸を出して虫歯をつくります。食べ

物のかすや歯垢は歯みがきをして残さ

ないようにしましょう。また、砂糖は虫

歯菌のえさになるので、砂糖が入った

おやつなどは減らし、キシリトールな

どの甘味成分が入ったものをじょうず

に利用しましょう。 

６月４日は虫歯予防デー 

５月の感染症情報 

乳児部は、登園後に３８度から３９度台の

熱発児が多く、水分補給や体幹のクーリング

に努め、早めの迎えや必要時は、病院受診を

勧めました。ほとんどが、風邪や胃腸炎、中

耳炎、副鼻腔炎等で、自宅で休養後、元気に

なり登園できています。 

 県内では、手足口病が例年の３・５倍と 

増加しています。手足口の水疱が特徴で熱は

高熱ではない場合が多いのですが、頭痛や嘔

吐、高熱の場合は注意が必要です。繰り返し 

感染する場合もあるので、石鹼での手洗いの

徹底やタオルの共用を避けましょう。 


